
令和２年度各会計予算案の大綱

次に、令和２年度各会計予算案の大綱について、ご説明申し上げます。

令和２年度の予算編成は、令和８年度までを実施期間とする「滝川市第２期財政健全化計画」

のうち事務事業見直し分を反映させた予算編成となり、新たな課題の対応と将来に向けた投資を

図るなど、市民が安心して暮らせるまちづくりを目指した予算となるよう編成したものです。

令和元年度に策定した滝川市第２期財政健全化計画及び滝川市立病院経営改善計画の着実な

取り組みにより直面する課題に向き合い、将来への改善策を制度設計するとともに、総合計画の

７つの柱に基づき、予算を計上しました。

この結果、

となり、各会計の歳出総額は４１２億７，１８５万円で、令和元年度５月補正後予算と比較して、

１．３％の減、金額では５億３，７４８万円の減となりました。

次に、会計別の概要を申し上げます。前年度比は令和元年度５月補正後予算との比較になりま

す。

一般会計におきましては、前年度に対して９，０６８万円増となる予算としましたが、地域経

済の活性化を図るため、道路新設改良事業などの実施、農村環境改善センター改修工事などを一

定程度盛り込んだほか、ふるさと納税による寄付金額の予算増に伴う関連経費の増や市立病院へ

の経営支援などによる増により、

予算額 ２０９億７，４００万円で、前年度比０．４％増となっています。

性質別にみますと、

人件費については、会計年度任用職員制度の施行などにより、

予算額 ３４億６，９６６万円で、前年度比１．６％の増

物件費は、会計年度任用職員の制度移行による賃金の廃止などにより、

予算額 ２３億８，６６９万円で、前年度比０．１％の減

扶助費は、児童扶養手当の減などにより、

予算額 ３６億３，９９１万円で、前年度比２．２％の減

建設事業費は、農村環境改善センター改修工事などの増により

予算額 ６億９，４７１万円で、前年度比１２．３％の増

一般会計 ２０９億 ７，４００万円

特別会計 ９７億 ７，３４５万円

下水道事業会計支出 ２５億 ７，０１７万円

病院事業会計支出 ７９億 ５，４２３万円



公債費は、計画的な借り入れの成果などにより、

予算額 １７億５，９６４万円で、前年度比４．８％の減となっています。

次に、国民健康保険特別会計におきましては、保険給付費の減などにより、

予算額 ４５億２，２１５万円で、前年度比３．７％減

公営住宅事業特別会計におきましては、工事請負費の減などにより、

予算額 ５億２，１２３万円で、前年度比３６．３％減

介護保険特別会計におきましては、

保険事業勘定は、保険給付費の減などにより、

予算額 ３９億４，５６３万円で、前年度比２．３％減

介護サービス事業勘定は、管理代行負担金の減などにより、

予算額 ７，３７７万円で、前年度比１．８％減

介護保険特別会計総体では、

予算額 ４０億１，９４０万円で、前年度比２．３％減

後期高齢者医療特別会計におきましては、後期高齢者医療広域連合納付金の増などにより、

予算額 ６億５，５３４万円で、前年度比２．９％増

土地区画整理事業特別会計におきましては、西二号通の工事費の減などにより、

予算額 ５，５３３万円、前年度比２９．３％減

下水道事業会計におきましては、企業債償還金の減などにより、

支出額 ２５億７，０１７万円で、前年度比４．７％減

病院事業会計におきましては、企業債償還金の増などにより、

支出額 ７９億５，４２３万円で、前年度比０．９％増となりました。

次に、普通建設事業費の全体予算について、各会計毎にご説明申し上げます。

一般会計では、

引き続き、施策の主なものについて、ご説明申し上げます。

道路新設改良事業費 ３億 円

農村環境改善センター改修工事 １億１，０００万円

などを含め、総額で ６億９，４７１万円

公営住宅事業特別会計では、 １億２，８２８万円

土地区画整理事業特別会計では、 １，５００万円

下水道事業会計では、 ６億３，４５１万円

全体で前年度比１５．７％減の １４億７，２５０万円 を計上しました。



はじめに、｢元気な産業と活力あるまちづくり｣についてです。

農業を起点とした元気な地域産業づくりについては、

農業分野への進出企業や特産品の販路拡大などを支援するため、

企業連携支援事業費 ９３万円 を計上しました。

持続可能な農業のための生産基盤・体制の確立については、

農業生産基盤や基幹農業水利施設の整備のため、

道営土地改良事業負担金 １，０００万円

道営土地改良事業計画樹立事業負担金 ２７万円

農地・水路・農道などの地域資源の適切な保全管理を行う地域組織の活動を支援するため、

多面的機能支払交付金 １億３,９８０万円 を計上しました。

力強い産業の育成・雇用の確保については、

産業振興・雇用創出・地域経済活性化の取り組みを支援するため、

滝川市産業活性化協議会負担金 ３２０万円

地域産業の外国人人材活用に向けたネットワーク構築とモンゴル国における人材育成のため、

自治体職員協力交流事業費 １，０５９万円

森林環境譲与税を活用して、森林所有者意向調査を実施し、適切な森林管理を推進するため、

森林管理事業費 １２４万円 を計上しました。

次に、「豊かな資源を活かした魅力あふれるまちづくり」についてです。

滝川市の魅力ある観光資源・地域特性の再認識については、

東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会へ出場するアルゼンチン共和国パラカヌー

チームの滝川合宿を支援するとともに、共生社会の実現、心のバリアフリー活動を推進するため、

滝川市ＴＯＫＹＯ２０２０ホストタウン推進協議会交付金 ４２０万円 を計上しました。

集客・交流事業の推進については、

地域の優れた観光資源を活かし、観光事業の振興を図るため、

たきかわ観光協会補助金 １,００５万円

「総合交流ターミナルたきかわ」の新たな指定管理者とともに、魅力あふれる施設づくりを行う

ため、

総合交流ターミナルたきかわの指定管理代行負担金 ５００万円

「たきかわ観光国際スクエア」の本格稼働により、観光客などの受け入れ態勢の充実を図るため、

たきかわ観光国際スクエア活用事業 ６０８万円 を計上しました。

国際化の推進については、

外国人技能実習生等の生活支援や地域・企業への多文化理解促進を図るため、

外国青年招致事業費 ２，０５２万円

外国人受入環境を整備し、外客誘致活動を推進するため、

「地域おこし協力隊員」１名分 ３７７万円 を計上しました。



次に、「機能的な生活基盤の充実したまちづくり」についてです。

コンパクトで機能的な都市の形成については、

都市内交通の円滑化と土地利用の増進を目指し、整地工事及び換地処分等を実施するため、

泉町土地区画整理事業費 ３，８００万円

公園施設を適正に維持管理し、安全性の確保と長寿命化を図るため、

公園長寿命化計画策定費 ３，０００万円

町内会などが管理している街路灯のＬＥＤ灯への切り替えを促進するため、

街路灯設置補助金 １,２００万円

市内経済の状況を考慮し、地域経済への波及効果の高い公共事業を実施するため、

普通建設事業費 １４億７，２５０万円 を計上しました。

賑わいのある中心市街地の活性化については、

出店者の初期投資を軽減することで、空き店舗の流動化を促進するため、

店舗リノベーション支援事業補助金 １７０万円 を計上しました。

住宅ストックの適正管理については、

既存住宅ストックの有効活用により子育て世帯を支援するため、

住宅住み替え支援事業補助金 ９６７万円 を計上しました。

次に、「誰もが住みよい安全安心なまちづくり」についてです。

市内公共交通の充実については、

ＪＲ北海道の路線見直しに伴い、根室本線対策協議会において維持存続に向けた検討を行うため、

根室本線対策協議会負担金 １０万円

ＪＲ北海道が実施する定時性や利便性、快適性の向上などに資する設備投資に対し支援するため、

根室線利用促進環境整備支援金 １７０万円 を計上しました。

災害に強いまちづくりについては、

防災行政無線をデジタル化し、災害時の情報伝達手段を強化するため、

防災行政無線デジタル化事業費 ９，０１９万円

災害時に必要な備蓄品を確保し、避難所の運営を行うため、

防災備蓄品購入費・避難所等経費 ３２５万円

冬季における道路の安全を確保し、市民生活への影響を最小限に抑えるため、

除雪用車両購入費 ３，８００万円

安全、安心な消防体制の充実を図るため、

消防指揮車更新事業負担金 １３７万円

緊急通報システムの充実を図るため、

ＮＥＴ１１９緊急通報システム導入事業負担金 ２１万円

緊急通報における訪日外国人対応の充実を図るため、

１１９番通報多言語対応事業負担金 ９万円 を計上しました。



次に、「未来へはばたく子どもたちを育むまちづくり」についてです。

滝川市で教育を受けさせたいと思われる環境づくりについては、

安全で安定した学校給食の提供を図るため、

学校給食調理業務等委託事業費 ８，４０９万円

就学機会の拡大と併せて地域人材の定着などを目指すため、

國學院大學北海道短期大学部修学奨励金 １,３００万円

國學院大學北海道短期大学部連携事業補助金 １５０万円 を計上しました。

滝川市で子育てしたいと思われる環境づくりについては、

非課税世帯の小学生の通院に対して、一部負担金を除く医療費全額を助成するため、

子ども医療費助成事業 ３３５万円

不妊・不育症の治療費用の助成により少子化対策の推進を図るため、

不妊治療支援事業費 ２００万円

安心・安全な出産をサポートするため、

妊婦健康診査支援事業費 ２，１８３万円 を計上しました。

次に、「市民が活躍するまちづくり」についてです。

市民が生きがいを持って活躍する地域づくりについては、

江部乙地域におけるコミュニティ活動の拠点を形成するため、

農村環境改善センター改修事業 １億１，２９３万円

滝川開村１３０年目の節目を迎え、記念事業を実施するため、

滝川開村１３０年記念事業実行委員会交付金 ７０万円

市民の健康増進を目的に、老朽化した滝の川のテニスコートを改修するため、

滝の川公園テニスコート改修実施設計 １，３００万円

市民の健康増進、世代間交流、地域コミュニティの醸成などを推進するため、

石狩川河川敷パークゴルフ場運営管理事業費 １，９９１万円

美術自然史館の企画展示を行うため、

企画展事業費 ６２万円

少子化・定住促進対策として、若い世代のライフプランをサポートするため、

ライフプラン・サポート事業 １００万円 を計上しました。

次に、「効率的な行政運営によるまちづくり」についてです。

財政健全化の推進については、

令和元年度に策定の滝川市立病院経営改善計画に基づき市と市立病院が一体となって取り組み

を進めるため、

行財政改革推進事業費 ２，１６２万円 を計上しました。



公共施設の一元管理については、

滝川市公共施設マネジメント計画に基づき、持続可能な公共施設運営を図るため、

公共施設修繕事業費 ２，５３８万円 を計上しました。

滝の川斎苑の改築工事については、

老朽化した現在の斎苑を建て替えるため、

滝の川斎苑改築工事費負担金 １億９，０７９万円 を計上しました。

第三セクターの経営健全化については、

個別事業の見直しや経費節減などによる経営改善を促進し、第三セクターの経営を支援するため、

滝川振興公社貸付金 ６億６,５００万円 を計上しました。

道路台帳電子化については、

既存の道路台帳を電子化し、道路管理業務の効率化を図るため、

道路台帳電子化 ５３０万円 を計上しました。

次に、これらに見合う令和２年度一般会計歳入の主なものについてです。

市税について、個人市民税は、給与所得の伸びなどから前年比増額で見込み、法人市民税につ

いては、税制改正の影響により減額としました。

また、固定資産税・都市計画税については、令和元年度決算見込みを踏まえて増額としました。

収納率については、現年度分９８．０％、滞納繰越分１０．６％、合わせて８９．３％を確保

する予算としたところ、市税全体では、

対前年１，０３４万円減の ４３億１，１６８万円

地方交付税については、普通交付税、特別交付税を合わせて、

対前年７，００９万円減の ６５億６，５００万円

ふるさと納税による寄付金については、令和元年度決算見込みを踏まえて、

対前年２億円増の ９億円

その他の歳入としまして、

国庫支出金 ３０億５，６５８万円

道支出金 １２億５，６７３万円

市債 １０億１，８５５万円 を計上しました。

基金繰入金については、令和元年度５月補正後予算と比較し、１億２，８５７万円増の

５億１，４８４万円を計上しております。

以上、令和２年度の各会計予算案の大綱について、申し上げました。



厳しい財政運営の中にありますが、予算計上に当たっては、継続事業に一定の配慮を行ったほ

か、将来にわたり市民の皆様が安心して暮らせるまちの実現に向けた取り組みに十分配慮したと

ころです。

市民の皆様、市議会議員の皆様のご理解とご協力を心からお願い申し上げ、慎重なるご審議と

適切なるご決定をいただきますよう重ねてお願い申し上げます。


